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瓜州楡林窟西夏期西夏文・漢文題記訂補 

─― 2019年度調査に基づく ─― 

 

佐藤 貴保 
 

 

はじめに 
 筆者は 2008年以来，甘粛省瓜州県楡林窟壁画の西夏支配時代の供養人像や
墨書・刻文の実見調査を行っており，2019年 12月にも調査を実施した。2019

年の調査によって，［佐藤 2017, 2019a, 2019b］で発表していた供養人像・漢文
墨書のデータに一部誤りがあることが確認された。また，［荒川 2017］で発表
されているもの以外に新たに西夏文とみられる墨書を発見した。 

 調査結果に基づいて，近刊の［佐藤 2020］では，第 29窟の供養人像の修正
データを掲載する予定にしている。また本報告書の別稿では，第 2窟と第 3窟
の供養人像のデータを掲載する。そして本稿では，第 29窟を除く筆者のすで
に発表している西夏期漢文墨書の録文を訂正したものと，新たに発見した西
夏文墨書の位置や録文を掲載する。 

 

楡林窟第 16 窟 
・甬道北壁墨書  
Y16 XChin 01   
 ［佐藤 2019］の録文に誤りがあったので，修正のうえ全文を再掲する。 

 

 1  阿育王寺釋門賜紫僧惠聡俗姓張住持窟記 

 2  蓋聞五須弥之髙峻劫盡猶平四大海之滔深曆數潜息輪王 

 3  相福無踰於八万四千釋迦裝嚴難過於七十九歳咸歸化跡況惠聡(1)
 

 4  是三十六勿有漏之身將戴弟子僧朱什子張興遂□子弟 

 5  子弗興安住及白衣行者王溫順共七人往於楡林窟峪(2)住 

 6  持四十日看讀經疏文字稍薫習善根種子洗身三次四結當 

                                                                                                                                                       
(1)

 この字は双行で書かれる。 

(2)
 やまかんむりに谷。 
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 1 ���� ������� 
 1  大徳 丙辰 □ 十  二 年  七  月  七  日 

 2 ��  
 2 明らかな… 

 
 

参考文献 
荒川 慎太郎 
 2017 「敦煌石窟西夏文題記銘文集成」，松井太・荒川慎太郎（編）『敦煌石窟多言

語資料集成』府中（東京），東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究
所, pp. 248-333. 

佐藤 貴保 
 2017 「敦煌石窟西夏期漢文墨書・刻文集成」松井太・荒川慎太郎（編）『敦煌石窟

多言語資料集成』府中（東京），東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化
研究所, pp. 335-362. 

 2019a  「敦煌石窟西夏期漢文墨書・刻文集成訂補 ―2017年・2018年調査による―」，
佐藤貴保（編）『西夏王国の人名に関する研究―多民族国家における文化交
流・融合の視点から―』平成 27～30年度日本学術振興会科学研究費助成事
業（基盤研究（C）：課題番号 15K02906）研究成果報告書, pp. 47-49. 

 2019b  「楡林窟第 29 窟主室西壁西夏供養人像・供養人題記集成（稿）」，佐藤貴保
（編）『西夏王国の人名に関する研究―多民族国家における文化交流・融合
の視点から―』平成 27～30年度日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤
研究（C）：課題番号 15K02906）研究成果報告書, pp. 51-64. 

 2020 「楡林窟第 29窟供養人像に見る西夏の河西回廊支配」『比較文化研究』30（印
刷中）. 

 
 
［付記］本研究は，科学研究費助成事業（課題番号 15K02906, 16K03083, 17H02401）

の助成を受けた。楡林窟の調査にあたっては，石窟を管理している敦煌研究
院のほか，調査隊に参加した諸氏の協力を得た。本稿を借りて御礼申し上げ
る。なお，本稿では，今昔文字鏡の西夏文字フォントを一部使用している。 

佐藤 貴保 
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 7  □菩提之因切見此峪(3)是聖境之地古人是菩薩之身石 

 8  墻鐫就寺堂瑞容弥勒大象一尊髙一百餘尺三十二相八 

 9  十種好端嚴峪(4)内揚水常流樹木稠林白日聖香煙起夜後 

10 明燈出現本是修行之界晝無恍惚之心夜無悪竟之夢 

11 所將上來聖境原是  皇帝聖德聖感伏願 

12 皇帝萬歳太后千秋宰官常居祿位萬民□業海長清 

13 永絶狼煙五穀熟成法輪常轉又願九有四生蠢動含靈 

14 過去現在未來父母師長等普皆早離幽□生於□率 

15 天宮面奉 慈尊足下受記然願惠聡等七人及供衣粮 

16 行婆眞順小名安和尚婢行婆眞善小名張你婢行婆□□ 

17 小名朱善子幷四方施主普皆命終於後心不顚倒免離 

18 地獄速轉生於中國値遇明師善友耳聞妙法悟解大乘 

19 聰明智惠者況温順集習之記□□□之理韻智不迭後 

20 人勿令恠責千万遐迩緣人莫□□一心佛 

21   國慶五年歳次癸丑十二月十七日題記 

 

楡林窟第 19 窟 
・前室西壁北側 
 第一身供養人像頭部の右（北）側に西夏文らしき墨書 1 行を発見した。ただ
しやや崩した書体で書かれており，判読が難しい。 

 

 1 □□ 

 

楡林窟第 38 窟 
・主室甬道南壁 
 第一身のカルトゥーシュ内に西夏文墨書を新たに発見した。2行確認できる
が，2 行目はほとんど判読できない。1行目と 2行目の行頭に段差は無く，床
からの行頭までの高さは 167cm。 

 

  

                                                                                                                                                       
(3)

 やまかんむりに谷。 

(4)
 やまかんむりに谷。 
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